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• 支部設立55周年記念.. 
支
部
設
立
五
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

秋
田
支
部
は
昭
和
三
十
四
年
六
月
に
設
立

、

本
年
で
主
十
五
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
祝

賀
会
が
十
一
月
十
五
日
、
秩
回
ビ
ュ
l

ホ
テ

ル
で
午
後
一
時
か
ら
開
催
。
会
場
に
は
、
支

部
の
歴
史
と
な
る
設
立
当
時
の
会
山
行
、
周

年
記
念
事
業
、
分
水
嶺
踏
査
、
訪
台
、
訪
韓

等
の
写
真
が
賑
や
か
に
展
示
さ
れ
た。

祝
賀
会
は
、
鈴
木（裕
）副
支
部
長
の
開
会

で
始
ま
り
、
講
演
会
は

一二
浦
（
口
県
）
委
員
の
進

行
で
行
わ
れ
た。

始
め
に
、
山
川
博
先
生
の
「
高
齢
者
の
健

康
と
登
山
」
と
題
し
て
、
老
人
の
特
徴
と
し

て
筋
肉
の
や
せ
に
よ
り
、
水
分
の
貯
蔵
の
役

割
は
減
退
し
、
脱
水
を
起
こ
し
ゃ
す
い
特
徴

が
あ
る
の
で
、
登
山
時
の
脱
水
量
の
方
程
式
、

等
々
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

山
川
先
生
は
記
念
撮
影
の
後
、
学
会
出
席

の
為
退
席。

続
い
て
佐
々
木
民
秀
顧
問
の
「
太
平
山
四

方
山
話
」
。
太
平
山
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、

山
名
の
起
源
と

以
後
の
呼
称
、
山
頂
に
把
ら

れ
て
い
る
太
平
山
地
三
吉
の
神
々
（
大
権
現
）
、

薬
師
如
来
や
三
十
三
観
音
等
の
由
来
、
県
内

各
地
に
分
霊
さ
れ
て
い
る
里
山
の
太
平
山

（
こ
れ
ま
で
に
五
十山
近
く
を
確
認
）
、
大E

元
年
以
降
の
標
高
の
変
遷
、
古
く
か
ら
の
参

拝
道
や
近
年
開
設
さ
れ
た
登
山
道
の
今
昔
、

等
々
を
話
さ
れ
た
。

佐
々
木
（
長
）
委員
の
進
行
で
祝
宴
が
始
ま

り
、

富
山
流
尺
八
師
範
・
藤
田
新
山
さ
ん
の

尺
八
演
奏
で
、
め
で
た
い
音
曲

「
鶴
の
巣
篭
」

の
演
奏
後
、
支
部
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
が
行

副
支
部
長

鈴

裕

木

わ
れ
た
。

続
い
て
、
今
野
支
部
長
が
挨
拶（次
頁
）
。

長
岩
名
誉
顧
問
か
ら
は
、
支
部
設
立
以
来

の
初
代
荒
巻
支
部
長
始
め
、
歴
代
の
支
部
長

へ
の
感
謝
と
、
支部
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
、

物
故
者
と
な
っ
た
方
々
への
哀
悼
、
そ
し
て
、

会
報
が
五
号
で
途
切
れ
て
い
た
が
、
一一一代
目

岡
田
支
部
長
が
十
六
年
ぶ
り
に
「秋
田
山
岳
」

と
名
称
を
変
え
て
発
行
、
そ
し
て
佐
々
木
前

支
部
長
や
事
務
局
の
努力
で
今
日
ま
で
継
続

さ
れ
、
九
十
四
号
ま
で
が
会
員
に
届
け

ら
れ
、
そ
れ
が
登山
の
道
し

る
べ
と
な

っ
て
い
る
。

「山
の
日
」
も
制
定
さ
れ
、

山

へ
の
関
心
も
深
ま
る
と
思
う。
こ

れ

か
ら
も
今
野
支
部
長
の
も
と
、
会
員
相

互
の
意
欲
と
団
結
で
「
日
本
山
岳
会
秋

田
支
部
」
を
盛
り
上
げ
て
、
若
い
人
達

の
山
へ
の
憧
れ
を
結
ん
で
く
れ
る
事

を
希
望
し
て
い
る
、
と
の
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

新
永
年
会
員
二
名
（大
山
孝

一
会
員

欠
席
）
に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

佐
々
木
民
秀
新
永
年
会
員
か
ら
、
五十

年
前
入
会
し
た
時
、
荒
巻
支
部
長
に
挨

拶
に
伺
っ
た
ら
、
「
君、
事
務
所
を
手

伝
っ
て
く
れ
」
の

一
言
で
、
そ
れ
か
ら

支
部
の
委
員
、
事
務
局
長
、
支
部
長
と

五
十
年
間
支
部
の
運
営
に
携
わ
っ
て

き
た
。

こ
れ
も
、
そ
の
時
代
時
代
の
会

員
の
ご
協
力
の
お
陰
と
の
謝
辞
が
あ

っ
た
。

支
部
設
立
五
十
五
周
年
を
祝
い
、こ 子

れ
ま
で
の
役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
支
部
の
益
々
の
発
患
を
祈
念す
る
と
の
、

安
藤
名
誉
顧
問
の
力
強
い
乾
杯
の
発
声
で
懇

親
会
は
始
ま
っ
た。

新
入
会
員
の
浬
回
右

一
夫
会
員

、

佐
藤
英

賞
会
員
が
紹
介
さ
れ
、
会
は
、
楽
し
く
和
や

か
に
、
会
員
同
士
の
親
交
を
深
め
た
。

余
興
は
、
堀
井
副
支
部
長
の
ハー
モ
ニ
カ

と
尺
八
の
合
奏
で
「
雪
山
賛
歌
」
や
紙
芝
居

に
合
わ
せ
て
「
ふ
る
さ
と
」
等
を
合
唱
。
ま

た
、

「
秋
田
県
民
歌
」
に
ま
つ
わ
る
心
温
ま
る

エ
ピ
ソ
ー

ド
を
奥
村
会
員
が
話
さ
れ
て
か
ら

全
員
で
の
大
合
唱
。

最
後
に
、
堀
井
副
支
部
長
（
祝
賀
会
実
行

委
員
長
）
の
三
本
締
め
で
、
祝
賀
会
は
午
後

六
時
頃
、
無
事
に
閉
会
と
な
っ
た
。
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永年会員
記念品

出
席
者
進
藤
昭
長
岩
嘉

悦
安
藤
武
俊

佐
々
木
民
秀
奥
村
清
明
北
林
嘉
鶴
子

福
田
光
子
田
口
善
信
打
矢
道
雄

今
野
昌
雄
小
笠
原
義
雄
鈴
木
要
三

山
川
博
柳
田
勇
悦
鈴
木
裕
子

堀
井
弘
鎌
田
倫
夫
佐
藤
博

高
橋
忠
雄
鈴
木
美
代
子
石
川
祐
子

柴
田
勧
三
浦
暴
六
長
岡
幸
則

佐
々
木
長
秀
佐
々
木
悦
子
安
藤
金
栄

藤
田
正
義
津
田
石

一
夫
佐
藤
英
寅

（
士一十
名
）

御
芳
志

一
万
円

佐
々
木
民
秀

長
岩
嘉
悦

今
野
昌
雄

安
藤
武
俊
佐
藤
昭
義

北
林
嘉
鶴
子
鈴
木
裕
子

福
田
光
子
小
笠
原
義
雄

柳
田
勇
悦

手
作
り
の
記
念
品
と
名
札

五
千
円

二
千
円

堀
井

5L 
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支
部
長

..0降
勺F

支
部
設
立
五
十
五
周
年
記
怠
祝
賀
会
に
よ
せ
て

野
雄

本
日
は
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
設
立
主
十

五
周
年
記
念
祝
賀
会
に
、
こ
の
よ
う
に
大
勢

ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

設
立
当
時
か
ら
の
会
員
で
、

名
誉

一顧
問
の
進
藤
昭
様
、
長
岩
嘉
悦
様
、
安

藤
武
俊
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
の
祝
賀
会

が
開
催
で
き
ま
し
た
事
を
皆
様
と
共
に
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
設
立
の
昭
和
三
十
四
年
と
言
え
ば
私

は
高
校
二
年
生
、
第
十
六
回
秩
回
国
体
の二

年
前
に
当
た
り
ま
す
。

太
平
山
の
麓
で
は
ト
ロ
ッ
コ
が
走
り
、
秋

田
駒
ヶ
岳
で
は
、
田
沢
高
原
ス
キ
i

場
や
乳

頭
ス
キ
l

場
、
現
在
の
田
沢
湖
ス
キl
場
も

ま
だ
造
ら
れ
て
い
な
く
、
登
山
道
の
水
沢
コ

ー
ス
が
七
月
に
で
き
た
年
で
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
困
難
を
克
服
し
て
秋
田

支
部
を
現
在
ま
で
発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
た
諸

先
輩
の
方
々
に
は
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
支
部
設
立
主
十
五
周
年
記
念
事
業

は
、
県
内
の
山
・
五
十
王
座
に
登
頂
す
る
五

十
主
座
ラ
リ
l

、
県
内
標
高
五
十
王
番
目
の

秋
田
駒
ヶ
岳
・
横
長
根
山
行
、
県
外
山
行
は
、

長
野
方
面
の
黒
姫
山
、
戸
隠
山
、
飯
綱
山
等
。

そ
し
て
、
公
益
的
事
業
で
は
太
平
山
市
民

登
山
へ
の
協
力
、
前
岳
へ
の
案
内
標
識
や
ベ

ン
チ
の
設
置
、
歩
道
の
下
刈
り
な
ど
を
今
年

も
実
施
し
、
登
山
者
に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

本
日
の
祝
賀
会
場
に
展
示
さ
れ
た
写
真
か

ら
も
、
支
部
の
興
味
深
い
歴
史
の
一
部
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Eヨ
匡ヨ

と
こ
ろ
で
、
「
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
設
立

四
十
周
年
記
念
誌」
や
「
五
十
周
年
記
念
誌」

は
識
に
素
晴
ら
し
い
記
録
で
す
。
秋
田
支
部

伝
統
の
温
か
な
家
庭
的
ムl
ド
で
里
山
を
重

視
し
て
き
た
こ
と
や
、
中
央
分
水
嶺
登
山
で

燃
え
た
記
録
も
あ
り
ま
す。

諾
先
輩
並
び
に
会
員
の
活
動
記
録
を
ま
と

め
、
会
報
発
行
や
公
益
社
団
法
人
化
へ
の
移

行
作
業
に
尽
力
さ
れ
た
佐
々
木
民
秀
前
支
部

長
、
鈴
木
裕
子
現
副
支
部
長
兼
事
務
局
長
に

は
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
佐
々
木
前
支
部
長
は
長
年
の
キ
ャ

リ
ア
と
人
脈
で
、
こ
の
数
年
だ
け
で
も
韓

国
・
智
異
山
系
老
姑
壇
（
ノ
ゴ
タ
ン
）
、
月
出

山
（
ウ
オ
ル
チ
ュ
ル
）
、
中
国
東
北
部
の
長
白

山
系
、
台
湾
南
部
の
北
大
武
山
に
、
私
達
支

部
会
員
を
案
内
し
、
そ
の
国
の
山
岳
関
係
者

と
受
流
す
る
機
会
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

支
部
役
員
を
五
十
年
続
け
、
こ
ん
な
に
山

を
歩
き
、
地
図
に
書
き
込
み
、
秋
田
弁
で
対

応
す
る
前
支
部
長
は
、
先
月
の
全
国
支
部
長

の
集
ま
り
で
も
、
名
物
支
部
長
と
し
て
慕
わ

れ
て
お
ら
れ
る
と
の
評
判
で
し
た
。
鈴
木
要

三
前
副
支
部
長
と
も
ど
も
長
期
間
の
大
役
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
顧
問
と
し
てこ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

秋
田
支
部
の
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
技

を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。
百
名
山
完
登

者
、
一
等
、
二
等
の
三
角
点
だ
と
か
、
県
内

一
O
O
O
m
峰
・
一
四
三
座
の
完
登
者
、
「
秋

田
県
の
山
」

「
秋
田
の
山
」
「
仁
者
楽
山
」
等

の
執
筆
・

出
版
、
プ
ロ
並
み
の
ベ
ン
チ
や
案

内
板
製
作
、
自
然
保
護
活
動
や
自
然
観
察
員

の
分
野
で
の
活
動
、
太
平
山
前
岳
へ
通
勤
の

よ
う
に
毎
日
登
山
し
な
が
ら
魁
新
聞
コ
ラ
ム

連
載
、
羽
後
朝
日
岳
捜
索
で
の
千
葉
県
の
ご

家
族
や
仙
北
市
役
所
、
警
察
、
消
防
と
の
交

渉
等
々
素
晴
ら
し
い
人
材
の
宝
庫
で
も
あ
り

ま
す
。

平
成
二
十
八
年
か
ら
八
月
十

一
日
が
山
の

日
制
定
で
、
国
民
の
祝
日
に
な
り
ま
す
。

秋
田
支
部
は
、
こ

の
二
十
八
年
度
に
東

北
・
北
海
道
地
区
集
会
の
当
番
に
当
た
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
五
年
後
は
秋
田
支
部
設

立
六
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
内
輪
の
祝
賀
会
で
し
た
が
、
六
十

周
年
で
は
、
秋
田
支
部
の
実
情
を
踏
ま
え
な

が
ら
支
部
活
性
化
を
目
指
し
、
全
国支
部
懇

談
会
を
開
催
す
る
こ
と
も
一
つ
の
考
え
だ
と

思
い
ま
す。

会
員
お
一
人
お
ひ
と
り
の
か
け
が
え
の
な

い
人
生
を
よ
り
豊
か
に
楽
し
く
し
、
支
部
発

展
の
た
め
に
も
、
今
後
も

一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
祝
賀
会
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。平

成
二
十
六
年
度

支
部
含
同
会
議
開
催

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
日1
二
十
一
日

東
京
四
谷
プ
ラ
ザ
エ
フ
会
議
室
で
開
催
。

日
本
山
岳
会
の
組
織
・
体
制
、
次
期
人
事

の
基
本
方
針
、
会
員
の
動
向
、
支
部
事
業
の

受
付
金
制
度
、
百
十
周
年
記
念
事
業
、
登
山

計
画
書
の
提
出
及
び
事
故
連
絡
等
。

「新
日
本
山
岳
誌
」
」
の
第
二
版
発
行
等
に

つ
い
て
説
明
。

（
会
報
「山
」

M
m八
三
三
号
参
照
）

秋
田
支
部
出
席
者

今
野
支
部
長

佐
々
木
（
長
）
総
務
委
員
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出
席
者

佐
々
木
民
秀
今
野
昌
雄

鈴
木
裕
子
鎌
田
倫
夫

石
川
祐
子

佐
々
木
長
秀

全
国
麦
部
懇
談
会

集
4』
Z玄

鈴
木
俗
予

十
月
十
j
日
1

十
九
日
、
埼
玉
支
部
主
管

の
全
国
支
部
懇
談
会
が
、
埼玉
県
秩
父
市
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
シ
テ
ィl
ホ
テ
ル
で

全
国
か
ら
一
九
九
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

大
久
保
埼
玉
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
森
会

長
ら
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
講
演
会
が
行
わ
れ

た
。埼

玉
県
警
山
岳
救
助
隊
副
隊
長
の
飯
田
雅

彦
氏
の
「
埼
玉
県
の
山
岳
遭
難
事
例
と
安
全

対
策
」
と
題
す
る
講
演
は
、D
V
D

で
救
助

の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
、
救
助
す
る
側
の
苦

心
が
良
く
わ
か
り
、
登
山
届
提
出
の
大
切
さ
、

自
分
の
力
量
を
知
り
無
理
を
し
な
い
事
等
を

力
強
く
語
ら
れ
た
。

秩
父
ま
る
ご
と
ジ
オ
パ
i

ク
推
進
員
吉
田

健
一
氏
は
、
風
土
や
歴
史
に
基
づ
く
秩
父
袋

地
に
つ
い
て
、
両
神
山
、
武
甲
山
、
琴
平
丘

陵
の
興
味
深
い
お
話
が
あ
っ
た。

懇
親
会
は
、
南
米
地
方
の
フ
オ
ル
ク

ロ
i

レ
の
演
奏
や
秩
父屋
台
曜
子
が
賑
や
か
に
演

奏
さ
れ
て
盛
り
上
が
り
、
各
支
部
か
ら
差
し

入
れ
の
地
酒
か
飲
み
交
わ
さ
れ
、
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
あ
っ
た。

懇
親
会
は
、
次
年
度
の
全
国
支
部
懇
談
会

主
管
で
あ
る
四
国
支
部
長
の
挨
拶
で
終
え
た
。

明
日
の
記
念
山
行
は、

両
神
山

、

武
甲
山

の
登
山
と
琴
平
丘
陵
散
策
が
行
わ
れ
る。

佐
々
木
民
秀

秩
父
市
に
堂
々
左
釜
え
る
日
本
二
百
名
山

で
も
あ
る
武
甲
山
（
一
三O
四
m
）
は
、
奥

秩
父
の
最
高
峰
で
、
セ
メ
ン
ト
の
採
掘
（
石

灰
岩
）
の
山
と
し
て
有
名。
山
頂
に
は
武
甲

山
御
岳
神
社
が
建
ち
、
古
く
か
ら
信
仰
登
山

で
賑
わ
っ
てき
た
山
で
も
あ
る
。

十
月
十
九
日
、

一
行
六
十
六
名
、
パ
ス
に

分
乗
し
、

登
山
口
で
あ
る
一
の
鳥
居
へ
。

一
の
鳥
居
の
建
つ
駐
車
場
か
ら
表
参
道
を

登
っ
た
が
、
登
山
口
か
ら
山
頂
ま
で
欝
蒼
と

茂
る
杉
林
の
登
り
の
み
。
一丁
目
か
ら
山
頂

の
五
十
二
丁
目
ま
で
石
柱
が
あ
り
、
現
在
地

が
判
り
良
い
。
途
中
に
周
囲
王
m
以
上
の
天

然
杉
が
二
本
あ
っ
た
。

山
頂
広
場
で

山
頂
広
場
に
は
神
社
や
ト
イ
レ
、
避
難
用

の
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
が立
ち
、
少
し
先
に
移

転
さ
れ
た
二
等
三
角
点
と
釣
鐘
、
最
高
地
の

フ
ェ
ン
ス
先
に
市
街
地
を
一
望
で
き

る
展
望

台
が
あ
り
、
多
く
の
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い

た
。

ま
た
、
一
段
下
の
眼
下
に
は
採
掘
で平

坦
と
な
っ
た
台
地
が
広
が
っ
て
い
た
。

標
高
は
か
つ
て
二
二
三
六m
あ
っ
た
が
、

三
二
m
ほ
ど
削
ら
れ
た
と
の
こ
と。

一
行
、
広
場
で
の
昼
食
後
、
西
側
の
コ
ー

ス
を
長
者
屋
敷
の
頭
を
経
て
急
斜
面
の
杉
林

を
下
り
、
橋
立
林
道
終
点
に
出
る。

長
い
林

道
を
歩
き
、
橋
立
鍾
乳
洞
の
あ
る
浦
山
口
駅

に
下
山
、
駅
か
ら
お
花
畑
駅
経
由
で
、西武

秩
父
駅
で
解
散
し
た
。

参
加
者

佐
々
木
民
秀
鈴
木
裕
子

石
川
箔
予

平
成
十
七
年
に
妙
法
ケ
岳
か
ら
両
神
山
の

ギ
ザ
ギ
ザ
を
確
認
し
、
そ
れ
か
ら
九
年
。

と

う
と
う
そ
の
機
会
が
や
っ
て
き
た。
絶
対
に

登
り
た
い
思
い
で
、
体
調
万
全
に
整え
て
秩

父
へ
。

十
月
十
九
日
、
両
神
山
を
選
択
し
た
参
加

者
六
十
三
名
は
、
二
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

分
乗
し
、
ホ
テ
ル
を
七
時
に
出
発
し
た
。
交

差
で
き
る
箇
所
が
数
か
所
し
か
な
い
林
道
を

七
十
分
程
で
駐
車
場
と
ト
イ
レ
の
あ
る
「
白

井
差
登
山
口
」

に
着
く
。

秋
田
支
部
の
四
名
は
、
森
会
長
と
共
に

一

瑳
で
行
動
し
、
登
山
口
を
八
時
三
十
分
に
出

発
。

五
分
程
で
林
道
終
点
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
を
渡
り
、
登
山
道
に
入
る。

緩
や
か
に
登
っ
て
い
く
と
、
落
差
十
八
m

の
昇
竜
の
滝
が
右
手
に
現
れ
、
す
ぐ
上
に
は

祉
が
あ
る。

沢
に
沿
っ
て
進
む
ル
l

ト
は
、
大
地
が
移

動
し
て
で
き
た
と
い
わ
れ
る
、
様
々
な
方
向

に
走
る
縞
模
様
が
珍
し
い
岩
や
、
向
か
い
の

大
岩
に
思
わ
ず
芦
を
か
け
た
く
な
る
や
ま
び

こ
橋
、
ノ
ゾ
キ
橋
を
通
過
し
、
水
晶
坂
の
ジ

グ
ザ
グ
道
に
入
っ
た。

落
ち
葉
に
覆
わ
れ
た
三
十
分
程
の
急
坂
は

歩
き
や
す
く
、
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
る
。

焦

ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
登
る
が
、
一
気
に
高
度
を

稼
い
で
い
る
感
はあ
る
。

九
時
四
十
五
分
、

プ
ナ
平
に
到
着
。

こ
の
時
期
、
爽
や
か
な
風
が
冷
た
さ
に
変

わ
る
の
は
速
い
。
早
々
に
腰
を
上
げ
、
再
び

急
坂
を
登
っ
て
夢
見
平
を
過
ぎ
る
と
、
ヤ
マ

ブ
ド
ウ
の
業
や
ツ
ル
に
覆
わ
れ
た
木
々
の
聞

か
ら
、
両
神
山
の
岩
肌
と
紅
葉
が
美
し
い
コ

ン
ト
ラ

ス
ト
を
見
せ
始
め
て
い
て
、
山
頂
に

続
く
稜
線
ま
で
は
鑑
し
い
登
り
で
あ
る
が
、

MNM 右端が森会長一斑の皆さん両神山山頂
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-支部設立55周年記念--
支
部
設
立
五
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

秋
田
支
部
は
昭
和
三
十
四
年
六
月
に
設
立
、

本
年
で
五
十
五
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
祝

賀
会
が
十
一
月
十
五
日
、
秋
田
ビ
ュl
ホ
テ

ル
で
午
後

一
時
か
ら
開
催
。
会
場
に
は
、
支

部
の
歴
史
と
な
る
設
立
当
時
の
会
山
行
、
周

年
記
念
事
業
、
分
水
嶺
踏
査
、
訪
台
、
訪
韓

等
の
写
真
が
賑
や
か
に
展
示
さ
れ
た
。

祝
賀
会
は
、
鈴
木
（裕
）副
支
部
長
の
開
会

で
始
ま
り

、
講
演
会
は
三
浦
（虞
）委
員
の
進

行
で
行
わ
れ
た
。

始
め
に
、
山
川
博
先
生
の
「
高
齢
者
の
健

康
と
登
山
」
と
題
し
て
、
老
人
の
特
徴
と
し

て
筋
肉
の
や
せ
に
よ
り
、
水
分
の
貯
蔵
の
役

割
は
減
退
し
、
脱
水
を
起
こ
し
ゃ
す
い
特
徴

が
あ
る
の
で
、
登
山
時
の
脱
水
量
の
方
程
式
、

等
々
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

山
川
先
生
は
記
念
撮
影
の
後
、
学
会
出
席

の
為
退
席。

続
い
て
佐
々
木
民
秀
顧
問
の
「太
平
山
四

方
山
話
」
。
太
平
山
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、

山
名
の
起
源
と
以
後
の
呼
称
、
山
頂
に
杷
ら

れ
て
い
る
太
平山
地
三
吉
の
神
々
（
大
権
現）、

薬
師
如
来
や
三
十
二
一観
音
等
の
由
来
、
県
内

各
地
に
分
霊
さ
れ
て
い
る
里
山
の
太
平
山

（こ
れ
ま
で
に
五
十
山
近
く
を
確
認
）
、
大
正

元
年
以
降
の
標
高
の
変
遷
、
古
く
か
ら
の
参

拝
道
や
近
年
開
設
さ
れ
た
登
山
道
の
今
昔
、

等
々
を
話
さ
れ
た
。

佐
々
木
（
長
）委
員
の
進
行
で
祝
宴
が
始
ま

り
、

富
山
流
尺
八
師
範
・
藤
田
新
山
さ
ん
の

尺
八
演
奏
で
、
め
で
た
い
音
曲
「
鶴
の
巣
篭
」

の
演
奏
後
、
支
部
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
が
行

副
支
部
長

鈴

裕

木

わ
れ
た
。

続
い
て
、
今
野
支
部
長
が
挨
拶
（次
頁
｝。

長
岩
名
誉
顧
問
か
ら
は
、
支
部
設
立
以
来

の
初
代
荒
巻
支
部
長
始
め
、
歴
代
の
支
部
長

へ
の
感
謝
と
、
支
部
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
、

物
故
者
と
な
っ
た
方
々
へ
の
哀
悼
、
そ
し
て
、

会
報
が
五
号
で
途
切
れ
て
い
た
が
、三
代
目

岡
田
支
部
長
が
十
六
年
ぶ
り
に
「秩
田
山
岳
」

と
名
称
を
変
え
て
発
行
、
そ
し
て
佐
々
木
前

支
部
長
や
事
務
局
の
努
力
で
今
日
ま
で
継
続

さ
れ
、
九
十
四
号
ま
で
が
会
員
に
届
け

ら
れ
、
そ
れ
が
登
山
の
道
し
る
べ
と
な

っ
て
い
る
。

「
山
の
日」
も
制
定
さ
れ
、

山

へ
の
関
心
も
深
ま
る
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
今
野
支
部
長
の
も
と
、
会
員
相

互
の
意
欲
と
団
結
で
「
日
本
山
岳
会
秋

田
支
部
」
を
盛
り
上
げ
て
、
若
い
人
達

の
山
へ
の
憧
れ
を
結
ん
で
く
れ
る
事

を
希
望
し
て
い
る
、
と
の
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

新
永
年
会
員
二
名
（
大
山
孝
一
会
員

欠
席
）
に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ、

佐
々
木
民
秀
新
永
年
会
員
か
ら
、
五
十

年
前
入
会
し
た
時
、
荒
巻
支
部
長
に
挨

拶
に
伺
っ
た
ら
、
「
君
、
事
務
所
を
手

伝
っ
て
く
れ」
の
一
言
で
、
そ
れ
か
ら

支
部
の
委
員
、
事
務
局
長
、
支
部
長
と

玉
十
年
間
支
部
の
運
営
に
携
わ
っ
て

き

た
。
こ
れ
も
、
そ
の
時
代
時
代
の
会

員
の
ご
協
力
の
お
陰
と
の
謝
辞
が
あ

っ
た
。

支
部
設
立
主
十
五
周
年
を
祝
い
、
こ 子

れ
ま
で
の
役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
支
部
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
の
、

安
藤
名
誉
顧
問
の
力
強
い
乾
杯
の
発
声
で
懇

親
会
は
始
ま
っ
た
。

新
入
会
員
の
浬
田
右

一
夫
会
員
、
佐
藤
英

賞
会
員
が
紹
介
さ
れ

、

会
は
、
楽
し
く
和
や

か
に
、
会
員
同
土
の
親
交
を
深
め
た。

余
奥
は
、
堀
井
副
支
部
長
の
ハ
ー

モ
ニ
カ

と
尺
八
の
合
奏
で
「
雪山
賛
歌
」
や
紙
芝
居

に
合
わ
せ
て
「
ふ
る
さ
と
」
等
を
合
唱
。
ま

た
、
「
秋
田
県
民
歌
」
に
ま
つ
わ
る
心
温
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
奥
村
会
員
が
話
さ
れ
て
か
ら

全
員
で
の
大
合
唱。

最
後
に
、
堀
井
副
支
部
長
（
祝
賀
会
実
行

委
員
長
）
の
三
本
締
め
で
、
祝
賀
会
は
午
後

六
時
頃
、
無
事
に
閉
会
と
な
っ
た
。
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